
※シェアダイニングは、JST 未来社会創造事業「世界一の安全・安心社会の実現」領域「ヒューメインなサービスインダストリーの創出」における
   『情報活用による高齢者のダイニングの構築』(研究開発代表者 : 同志社女子大日下菜穂子、研究番号 :JPMJMI18D6) の助成による研究開発の事業です。

■会場：　同志社女子大学 今出川キャンパス 楽真館 イベントエリア
■参加費：無料 （事前申込：定員100名）
■主催：　JST未来社会創造事業「世界一の安全・安心社会の実現」
               領域『情報活用による高齢者のダイニングの構築』
■連絡先：同志社女子大学 日下研究室　
　　　　　tel : 0774-65-8659　e-mail : w-ful@dwc.doshisha.ac.jp

13:00～17:00（12:30 開場）

研究開発報告

　１. シェアダイニング構想と実践報告
     　日下 菜穂子　（同志社女子大学現代社会学部 教授）
　２. 孤立した人を食でつなぐ情報活用
     　佐野 睦夫　（大阪工業大学情報科学部 教授）
　３．認知症による食生活の変化と対応
      　成本 迅　（京都府立医科大学大学院医学研究科精神機能病態学 教授）

ワークショップ

    プレイフル シェアダイニング　
        上田 信行（同志社女子大学現代社会学部　特任教授）

トークセッション

　 「注文をまちがえる料理店」のチャレンジから、
　 高齢者とともに生きる社会を考える
        小国 士朗（一般社団法人 注文をまちがえる料理店 常務理事）

http://dwc-gensha.jp/HP_kusaka/shareddining/

食を介してつながりを生む“シェアダイニング”  公開シンポジウム
情報活用による高齢者のシェアダイニングの構築
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参加費
無料

ホームページ内申し込みサイトよりお申し込み下さい。

シェアダイニング　僕たちは大丈夫

申し込み

プログラム

検索



▶大阪、神戸、奈良方面からの路線案内

▶最寄り駅からのルート
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同志社女子大学

http://dwc-gensha.jp/HP_kusaka/shareddining/
ホームページ申し込みサイトよりお申し込み下さい。
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▶連絡先
同志社女子大学 日下研究室　
tel : 0774-65-8659
e-mail : w-ful@dwc.doshisha.ac.jp
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楽真館 イベントエリア
今出川キャンパス 開会挨拶（開場 12:30）

シェアダイニング構想と実践報告

日下 菜穂子 同志社女子大学現代社会学部 教授

人が自然に関わり、「きっと大丈夫」の信頼が生まれる
場の基本コンセプトと、そのツールを用いたシステム
開発について、実践を交えてご紹介します。

孤立した人を食でつなぐ情報活用

佐野 睦夫 大阪工業大学情報科学部 教授

調理や食事の場面でのイベント・行動分析から、共感
的なインタラクションを促す情報メディア技術の活用
についてご紹介します。

認知症による食生活の変化と対応

成本 迅 京都府立医科大学大学院医学研究科精神機能病態学 教授

認知症になることで食事の準備や食材の購入に影響が
出ることがあります。どのような影響が出てどう対応
していったらよいのか医学的な観点から考えてみたい
と思います。

プレイフル シェアダイニング

上田 信行 同志社女子大学現代社会学部 特任教授

シェアダイニング のコンセプトを盛り込んだワーク
ショップで、会場のみなさまと高齢社会に希望を灯す
「きっと大丈夫」の源を探ります。

「注文をまちがえる料理店」のチャレンジから、
高齢者とともに生きる社会を考える

小国 士朗 一般社団法人 注文をまちがえる料理店 常務理事

認知症の人のとの共生のあり方に一石を投じた料理店
の仕掛け人の小国氏を迎え、シェアダイニング の４人
の演者とのクロストークで、「弱さ」を受け入れ「強み」
を育む社会システムについて考えます。

閉会

懇親会 After Shared Dining 
(17:00～18:30 参加自由・申込不要 )

研究開発報告

ワークショップ

トークセッション

情報活用による高齢者のシェアダイニングの構築

食を介してつながりを生む “シェアダイニング”  公開シンポジウム


